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グループの発達過程の測定法に関する実証的研究3

要 約

本稿の目的は、WilfredBionの 集団理論に基づき実施 されたmグ ルー

プ(DiagnosticGroup)に おけるグループ過程の測定法を作成 し、その

信頼性の検証 を行 うことである。Bionの 集団理論、特に作動 グループ、

および基底的想定 グループ理論に基づき、まず、それぞれのグループ活動

を特徴付ける、できるだけ具体的な行動内容の示された測定項 目を作成 し

た。次にその項 目に従って、mグ ループセッションにおけるグループ過

程が、内部(観 察法)・ 外部(逐 語記録採点法)の 両側面から、それぞれ

複数の観察者、または採点者によって測定 された。内部 ・外部それぞれに

ついて信頼性を検証するため、測定者間の相関を求めた結果、すべての行

動 タイプ(基 底的想定 タイプ:baP、baF、baD、baFl、 および作動タイ

プ:W)に おいて、正の相関が有意にみられた。

このようなグループ過程の測定法を用いることによって、統計的処理が

困難であるとされているような、臨床的な方法によって得られた理論に関

する実証的研究を可能にすることがで きるだろう。
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グループの発達過程の測定法に関する実証的研究

本 稿 の 目的 は 、mグ ル ー プ(DiagnosticGroup)に お け る グル ー プ

過 程 の測 定 法 につ いて 、 そ の 開 発 お よ び信 頼 性 の 検 証 を行 うもの で あ る。

本 稿 の 理 論 的 背 景 と な るBion(1961)の 集 団 理 論 に お け る基 本 的 な い く

つ か の概 念 、 お よ びD一 グル ー プ の基 本 的 な ル ー ル につ いて は他 で 詳 し く

論 じて い るの で こ こで は触 れ ず 本 題 に 入 りた い(黒 崎 、1999)。

問 題

まず 、Bion(1961)の 集 団 理 論 に 基 づ くグ ル ー プ過 程 、 す な わ ち各 基

底 的 想 定(baP、baF、baD、baFl)お よび 作 動 グル ー プ(W)を 測 定 す

るた め に、 具 体 的 な測 定 項 目か らな る測 定 法 を 開 発 し、 信 頼 性 の検 証 を 行

う。

グル ー プ過 程 の測 定 法 に 関 して過 去 の 研 究 を遡 って み る と 、様 々 な理 論

的 背 景 を 持 っ た 関 連 性 の あ る研 究 が い くつ か み つ か る(Abraham,et

al.,1980)が 、 そ れ ら の研 究 に用 い られ て きた 測 定 法 は 、測 定 者 の 臨 床

的 判 断 の み に よ る もの が 多 く、 そ の た め には 豊 富 な臨 床 経 験 、 お よび 臨 床

的 知 識 が必 要 と され る上 、測 定 者 間 の 相 関 が 得 られ に く く、 ま た量 的 に も

多 くの測 定 デ ー タを得 る こ とが 困 難 で あ った 。 こ の種 の研 究 分 野 に精 密 な

マ ニ ュ ア ル や規 則 、 また尺 度 が 欠 け て い る原 因 の一 つ と して これ らの 問 題

点 が考 え られ る。 ま た先 行 研 究 の 多 くが 、 グル ー プ過 程 の測 定 を あ る一 側

面 か ら しか行 って い な い点 につ い て も改 良 され る べ きで あ る と考 え られ る。

以 上 の 点 を考 慮 に入 れ 、 本 稿 に お い て 検 証 され 発 展 した 測 定 法 は 、Bion

(1961)の 集 団理 論 、 お よびStock&Thelen(1958)やHafsi(1998)の

実 証 的 研 究 を背 景 とす る もの で あ る。

まずD一 グル ー プ の設 定 状 況 につ い て 述 べて お きた い。
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グループの発達過程 の測定法 に関す る実証的 研究5

方 法

D一 グル ー プ に 参 加 した の は64名 の大 学 生(当 時1回 生)で あ る。 彼 等

は心 理 学 実 験 に 関 す る講 義 の 受 講 生 で 、 セ ッ シ ョソは そ の 一 環 と して 行 わ

れ た。 な お講 義 の 性 質 上 受 講 人 数 を制 限 す る必 要 が あ った た め 、 受 講 生 は

全 て、 自 ら受 講 を希 望 し、 更 に 成 績 、 志 望 動 機 等 に よ り選 考 され 、 受 講 資

格 を得 た学 生 で あ る。

参 加 者 は 、男 女 の 区別 な く、 学 籍 番 号 順 に16名 ず つ振 り分 け られ 、4つ

の グル ー プ(グ ル ー プ1～ グル ー プ4)が 構 成 され た。

セ ッシ ョ ンは 、平 成9年10月2日 か ら12月22日 に か け て実 施 され た 。 原

則 と して週1回 、 連 続 した2コ マ の 講 義時 間(90分 間 ×2)が 使 用 され た 。

1コ マ を1セ ッシ ョソと し、休 憩 を挟 ん で1回 に計2セ ッ シ ョソが 行 わ れ

た 。1グ ル ー プ に つ き6セ ッ シ ョソ、 延 べ24セ ッシ ョ ソが実 施 され た 。

1セ ッシ ョ ソに か け られ る時 間 は す べ て 統 一一され る べ きで あ るが 、 開 始

前 に 行 わ れ るmグ ル ー プ の ル ー ル と 目的 につ いて の説 明 、形 式 的 な 質 問

の 処 理 、 そ して 終 了後 の デ ィブ リー フ ィ ソ グ等 をす べ て講 義 時 間 内 に 行 う

必要 が あ った た め、 そ れ を統0す る こ とが 不可 能 と な り、結 果 的 に は1セ ッ

シ ョソ60～85分 間 と な っ た。

講 義 の成 績 評 価 に関 して は 、mグ ル ー プ の基 本 的 なル ー ル(自 由 参加 、

自由 表 現)が 影 響 を受 け る こ と の な い よ う、 参 加 者 全 員 に等 し く単 位 が 与

え られ 、 開 始 前 に 、 そ の 内 容 は参 加 者 に伝 え られ た 。

セ ッ シ ョンは す べ て 大 学 内 に あ る実 習 室(窓 が な く防 音 設 備 の整 っ た)

に お い て実 施 され た 。 セ ッシ ョ ソ室 の デ ザ イ ソ につ い て は他 に詳 細 に述 べ

て い るの で 参 照 い た だ きた い(黒 崎 、1999)。

以 上 の 手続 きで 行 わ れ たD一 グル ー プ セ ッシ ョソ にお け る グル ー プ過 程

は、 外 部 ・内部 とい う二 つ の側 面 か ら測定 され た 。 内部 測 定 とは 、 セ ッシ ョ

ソに 同 室 し、Bion理 論 に基 づ き作 成 され た 測 定 法 に 従 っ て グル ー プ過 程

の測 定 を行 った観 察 者 に よ る もの で あ り、外 部 測 定 とは 、 セ ッシ ョ ソ後 に
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作成 された逐語記録の内容を、同 じくBion理 論に基づき、より発言内容

を詳細に吟味で きるよう修正の加えられた想定法に従って グループ過程の

測定を行った採点者によるものである。以下、それぞれの経過について具

体的に述べる。

1)内 部 測 定=観 察 法

・測 定 項 目

観 察 の 目的 は 、 グル ー プ過 程 、 本稿 で は 特 に 、Bion(1961)の 集 団 理

論 に基 づ く、 作 動 グル ー プ、 お よ び基 底 的 想 定 グル ー プ を 、 内 部 に お い て

測 定 す る こ とで あ る。

そ の た め に まず 、各 基 底 的 想 定 タイ プ(baP、baF、baD、baFl)、 お よ

び作 動 タイ プ(W)を 特 徴 付 け る 、 い くつ か の具 体 的 な言 動 が記 され た 測

定 項 目を 定 め た 。

まず 、baPグ ル ー プ を 特 徴 付 げ る の は 、 つ が い と して の2人 の メ ソバ ー

へ の 期 待 、 未 来 へ の楽 観 的 で曖 昧 な期 待 の幻 想 で あ っ た。 そ れ らの幻 想 を

表 す 具 体 的 な言 動 と して 、2人 の メ ソバ ー が 「同 意 し合 う」、 「語 り合 う」、

「合 図 し合 う」、 そ して 「性 的 な 、 また は 特 定 の2人 を意 識 した言 動 」、 「未

来 へ の期 待 や 希 望 、理 想 を 目指 す 表 現 」、 「民 主 主 義 を 強 調 す る 発 言 」、 以

上 の測 定 項 目を設 定 した。

次 に 、baFグ ル ー プ を 特 徴 付 け る の は 、 グル ー プ は一 丸 と な っ て敵 と闘

わ な け れ ば な らな い とい う幻 想 で あ った 。 そ れ らの幻 想 を表 す 具体 的 な言

動 と して 、 「グル ー プ 内 の 環 境 に対 す る攻 撃(批 判)的 表 現 」、 「グル ー プ

外 の環 境 に対 す る攻撃(批 判)的 表 現 」、 「グル ー プ 内 の 人 間 に対 す る攻 撃

(批判)的 表 現」、 「グル ー プ外 の 人 間 に対 す る攻 撃(批 判)的 表 現 」、「強

い 自己 主張 」、 以 上 の測 定 項 目を設 定 した 。

baDグ ル ー プ を 特 徴 付 け るの は、 す べ て は リー ダ ー か ら与 え られ 自分 で

は何 を す る こ と もで き な い と い う幻 想 で あ った。 そ れ らの 幻 想 を表 す 具 体
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Figure1.TheScaleUsedbytheInsiderRaters

グルー プ セ ッシ ョン 月 日()観 察 者

(ltemdescription)content A B c DE～P

P

A

I

R

I
N

G

・… …(つ が い構 成)

・同 意 し合 う

・語 り合 う

・合 図 し合 う

・作業と無関係な2人 の会話

・特定 の2人 を意識 した 発 言 、行 動

・… …(未 来 志 向)

・期待を連想 させるよ うな発言

・抽象的、理論的な発言

・理想 的な方法を見付け ようとす る発言

・民主主義 を強調 する発言

F

I

G

H

T

… … 一(グ ルー プ内 ・外 の 闘争)

・グル ー プ条 件 に対 す る攻撃(批 判)的 表 現
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・作業 の現実的側面(時 間、量)を 意識 した表現

・グループ全体 を意識 した表現 ≦
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的 な 言 動 と して 、 「リー ダ ー に対 す る依 存(サ ポ ー ト)の 表 現 」、 「トレー

ナ ー に 対 す る依 存(サ ポ ー ト)の表 現 」、 「メ ソバ ー に 対 す る依 存(サ ポー ト)

の 表 現 」、「低 い 自己 評 価 、 無 力感 の表 現 」、 以 上 の 測 定 項 目を設 定 した 。

baF1グ ル ー プ を特 徴 付 げ る の は 、 グル ー プ は あ る対 象 や 、 或 い は遂 行 す

べ き作 業 を 、逃 れ なけ れ ば な らな い敵 で あ るか の様 に扱 うとい う幻 想 で あ っ

た 。 そ れ らの 幻 想 を表 す 具 体 的 な 言 動 と して 、 「会 話 を避 け る(質 問 に 適

切 に答 え ない 等)」、 「攻 撃 を避 け る(笑 って ご まかす 等)」、 「目線 を避 け る」、

「寝 る(あ くび 、 目を こす る等)」、 「退 屈 そ う な態 度(た め息 、 よ そ 見 を す

る等)」 、「暇 潰 しを連 想 す る 行 動 」、 「グル ー プ を リ ラ ッ ク ス さ せ る言 動

(冗 談 、 笑 い等)」、以 上 の測 定 項 目を 設 定 した 。

作 動 グル ー プ を特 徴 付 け るの は 、 現実 を重 視 し、 科 学 的 な方 法 を用 い て 、

メ ソバ ー の意 識 的 な協 力 の も とに 作 業 を遂 行 す る グル ー プ活 動 で あ った 。

そ れ らの 活動 を表 す具 体 的 な言 動 と して 、「作 業 に つ い て の具 体 的 な質 問 」、

「作 業 に つ い て の 具 体 的 な情 報 や 提 案 の提 供 」、 「作 業 の 現 実 的 側 面(時 間 、

量)を 意 識 した表 現 」、 以 上 の測 定 項 目を設 定 した 。

・観 察 者

観 察 者 は 、 以 上 の よ うな手 順 で 作 成 され た測 定 項 目 と、 各 メ ソバ ー の ア

ル フ ァベ ッ トが記 さ れ た 、Figure1.に 示 さ れ る よ う な観 察 用 紙 を 数 枚

持 って 入 室 し、 セ ッシ ョソの間 、 そ れ ぞ れ の 席 で メ ソバ ー の言 動 を観 察 し、

誰 が どの項 目に 相 当 す る言 動 を示 した か 、 そ の数 を記 録 した 。 セ ッシ ョ ソ

を よ り細 か い 単 位 で 捉 え る た め に、15分 を1ユ ニ ッ トと考 え、 観 察 者 は時

間 を計 りな が ら15分 毎 に用 紙 を交 換 し、測 定 作 業 を 行 った 。

2)外 部 測 定:逐 語 記 録 採 点 法

・逐 語 記 録 の 作 成

セ ッシ ョン後 、 ビデ オ に録 画 され た 内 容 を も とに 、 全 セ ッシ ョ ソの逐 語

記 録 が 作 成 され た。 トレー ナ ー と メ ンバ ー に よ る発 言 、 そ の 発 言 者(ア ル
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フ ァ ベ ッ ト)、 セ ッ シ ョ ソ開 始 か ら の経 過 時 間 に つ い て はす べ て 記 入 され

た 。 発 言 以 外 で 記 入 され た事 柄 は 、 発 言 に つ な が る よ うな行 動 、2人 か 、

或 い は そ れ 以 上 の 小 声 で の 会 話 や笑 い 、 そ して 沈 黙 で あ る。

・測 定 項 目

逐 語 記 録 採 点 の 目的 は 、 グ ル ー プ過 程 、 本 稿 で は 特 に 、Bion(1961)

の 集 団理 論 に基 づ く、 作 動 グ ル ー プ 、 お よ び基 底 的 想 定 グル ー プ を、 外 部

に お い て測 定 す る こ とで あ る。 測 定 項 目に つ い て は 、 内 部 測 定(観 察 法)の

際 に作 成 した もの を 、行 動 を除 いた 発 言 の み の採 点 に適 した もの に修 正 し、

発 言 内 容 を 更 に詳 細 に 吟 味 で き る よ う、必 要 な項 目を い くつ か 追 加 した。

baPグ ル ー プで は 、行 動 的 要 素 の 多 い 、2人 の メ ソバ ー が 「同 意 し合 う」、

「合 図 し合 う」 と い う2つ の 項 目を 除 き、 同 じ く2人 の メ ソバ ー が 語 り合

う、 笑 い 合 う等 を含 む項 目と して 「作 業 と無 関係 な2人 の言 動 」 を加 えた 。

さ らに 「特 定 の個 人 に対 す る ア プ ロー チ(話 しか け る 、 笑 い か け る)」、

「グル ー プ 全 体 よ りも個 人 の 単 位 を重 視 す る よ うな表 現 」、 以上 の3項 目 を

加 え た。

baFグ ル ー プ で は 、 「個 人 よ り も グル ー プ の 単 位 を重 視 す る」 と い う項

目を加 え た。

baDグ ル ー プで は 、「指 示 、 援 助 要 求 を含 む 行 動 や 表 現(指 示 を待 つ 沈

黙 等)」、「グル ー プ 外 の環 境(親 、 他 の グル ー プ等)に 対 す る依 存 の 表 現 」、

「グル ー プ 内 の環 境(観 察 者 、 ル ー ル 等)に 対 す る依 存 の表 現 」、「グル ー

プ を依 存 させ る よ うな 行 動 や 表 現(一 方 的 に指 示 を与 え る等)」、 「現 在 よ

りも過 去 を重 視(美 化)す る よ うな 表 現 」、 以 上 の5項 目を 加 えた 。

baFlグ ル ー プで は、 行 動 的 要 素 の 多 い 「目線 を避 け る」、「寝 る」、 「退 屈

そ う な態 度 」、 「暇 潰 しを 連 想 す る行 動 」 と い う4項 目を 除 き、 「作 業 か ら

逃 げ る た め の 沈 黙 」 と い う項 目 を加 え た 。 ま た 、 「グル ー プ を リラ ッ ク ス

させ る言 動 」 を、 「笑 い」 と 「行 動 や 表 現 」 の 二 つ に分 割 した 。

作 動 グル ー プで は 、 「目標 達 成 を意 識 した 表 現 」、 「グル ー プ の 発 達 を 意
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Figure2.TheScaleUsedbytheOutsiderRaters

(ltemdescription)content mark

P

A

I

R

I
N

G

・… …(つ が い構 成)

・作 業 と無 関 係 な2人 の 行 動(語 り合 う、笑 い 合 う等) P1

・特定 の個 人 に 対 す る ア プ ロー チ(話 しか け る、 笑 い か け る等) P2

・性的な、 また特定 の2人 を意識 した行動や表現 P3

・グループ全体 よりも個 人の単位 を重視するよ うな表現 P6

・一… 一(未来志向)

・未来に対す る曖昧な期待や希望 、また理想 を 目指す ような表現 P4

・民主主義的(み んな仲良 く、友達 になろう等)表 現 P5

F

I
G

H

T

… … 一(グ ル ー プ内 ・外 の闘 争)

・グルー プ内 の環境(セ ソショソ室、ルール等)に 対す る攻撃(批 判 、反発)的 表現 Fl

・グループ外の環境(他 のグループ等)に 対する攻撃(批判 、反発)的 表現 F2

・グルー プ内の人間(メ ソバー、トレーナ ー等)に 対す る攻撃(批 判 、反発)的 表 現 F3

・グループ外の人間(観察者、友人等)に 対す る攻撃(批判 、反発)的 表現 F4

・個人 よりもグループの単位 を重視す るような表現 F6

・… …(強 い 自己主 張)

・自分 の 意 見 への 固 執 、押 しつ け を 含 む表 現 F5

D

E
P

E

N

D

E
N

C
Y

一… …(縦 的 ・横 的 依 存)

・指 示 、援 助 要求 を含 む や表 現 Dl

・リー ダー に 対す る依 存(サ ポー ト)の 表 現 D3

・メ ソバー に対 す る依 存(サ ポー ト)の 表 現 D4

・ トレー ナー に対 す る依 存(サ ポー ト)の 表 現 D5

・グル ー プ外 の環 境(親 、 他 の グル ー プ 等)に 対 す る依 存 の 表 現 D7

・グル ー プ内 の環 境(観 察者 、ル ー ル 等)に 対 す る依 存 の表 現 i

・グループを依存 させ るような行動や表現(一 方的に指示 を与える等) D6

・現在 よ りも過去 を重視(美化)す るような表現 D9

一… …(低 い 自己評 価)

・低 い 自己 評 価(自 分 には 何 もで き ない 等)の 表 現 D2

F

L

I
G

H

T

・… 一一一(作 業 ・葛 藤 か らの 逃 避)

・作 業 か ら逃 げ るた めの 沈 黙 Fl1

・会話を避 ける(質問に適切に答えない等)よ うな表現 Fl4

… 一…(リ ラ ック ス)

・グル ー プ を リラ ッ クス させ るた めの 笑 い Fl2

・グル ー プ を リラ ッ クス させ るよ うな表 現(冗 談 等) Fl3

・攻撃を避 ける(冗談 で適当にかわす等)よ うな行動や表現 F15

W

O

R

K

… 一…(科 学 的)

・作 業 に つ い ての 具 体的 な質 問 Wl

・作業についての具体 的な情報や提案の提供 W2

… 一…(現 実的)

・作 業 に つ い ての 現 実 的 な側 面(時 間 、 量 等)を 意 識 した表 現 W3

・目標達成を意識 した表現 W4

・グルー プの発達 を意識 した表現 W5
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識 した表 現 」、 以 上 の2項 目を加 え た。

・採 点 者

2人 の採 点 者 は 、 この よ うに して 設 定 され た測 定 項 目に 従 って 、 逐 語 記

録 に 記 され た 言 動 の 一 つ一 つ を採 点 し、 そ の 結 果 を 、Figure2.に 示 さ

れ る よ うなP1～W5ま で の マ ー ク と して 、 逐 語 記 録 に設 げ られ た 欄 に記

入 して い っ た。

3)内 部、外部測定間における、採点基準の相違点

内部測定、すなわちセッショソに同室する観察者がグループ過程の測定

を行 う場合、細かい仕草を含む、行動的要素の測定が可能であり、それ ら

の項 目、すなわち 「合図し合う」、「あ くびをする」、「目線を避ける」、「た

め息をつく」等の項 目が設定 されたが、外部測定においてはそれらの項 目

は除かれた。外部測定、すなわち逐語記録におけるグループ過程の採点を

行 う場合、発言内容をより詳細に吟味することが可能であり、それらの項

目が設定され、さらにある一言が意味する内容を、後の会話の発展から遡っ

て測定することが可能となるが、セ ッショソと同時進行的に測定を行 う必

要のある内部測定においては、それらの吟味は不可能である。

結 果

a)内 部 測 定 の 信 頼 性 分 析

内部 測 定 と は 、mグ ル ー プ に2人 の 観 察 者 が 同 室 し、Bion(1961)

の 集 団 理 論 に基 づ き作 成 した測 定 尺 度 に 従 って 、 グル ー プ過 程 を 、 個 人 の

言 動 の レベル で 測 定 した もの で あ った 。 この 測 定 尺 度 に つ い て信 頼 性 を検

証 す るた め に は 、2人 の観 察 者 の 間 に 相 関 が あ る か ど うか を調 べ る必 要 が

あ った 。 そ こで 、2人 が観 察 を行 った4グ ル ー プ の 内 、任 意 に取 り出 した

3グ ル ー プ(グ ル ー プ1、2、4)に お い て 測 定 さ れ た各 行 動 タ イ プ(基

底 的 想 定 タ イ プ:baP、baF、baD、baFl、 お よ び作 動 タ イ プ:W)に つ
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い て 、Pearson相 関係 数 を 求 あ た 。

Table1.TheCorrelations(Pearson)Between
InsiderRatersRegardingtheDifferent

Behaviors(caseofGroup1)

theTwo

Observed

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.80***

.64***

.49*

.58**

.52*

Note:*p<.01;**p<.001;***p<.0001

Table2.TheCorrelations(Pearson)

InsiderRatersRegardingthe
Behaviors(caseofGroup2)

BetweentheTwo

DifferentObserved

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.77***

.61**

.40*

.76***

.88***

Note:p<.05;**p<.001;***p<.0001

Table3.TheCorrelations(Pearson)Between
InsiderRatersRegardingtheDifferent
Behaviors(caseofGroup4)

theTwo

Observed

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.94***

.84***

.57**

.63*

.72*

〈dote:*ヵ 〈.05;**p〈.01;***p〈.0001
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そ の 結 果 、Table.1～3.に お い て 示 さ れ る よ うに 、 す べ て の グル ー プ

と行 動 タ イ プ に お い て 、 正 の 相 関 が有 意 に み られ た。 な おTable.1～3.

に お い て 、Ratersと は2人 の 観 察 者 を表 す。

まず グル ー プ1で は 、 つ が い タ イ プ に お い て 最 も高 い相 関 が み ら れ た

(y=.80、p<.0001)。 次 い で 闘争 タ イ プ(Y・=.64、p<.0001)、 逃 避 タイ

プ(r.58、p〈.001)、 作 動 タ イ プ(y=.52、 ρ<.005)、 依 存 タ イ プ

(Y=.49、p〈.01)の 順 に 、 高 い 相 関 がみ られ た 。

グル ー プ2で は 、 作 動 タイ プ に お い て 最 も高 い相 関 が み られ た(Y=.88、

p〈.0001)。 次 い で つ が い タ イ プ(y=.77、p<.0001)、 逃 避 タ イ プ

(Y=.76、p〈.0001)、 闘 争 タ イ プ(r.61、p<.001)、 依 存 タ イ プ

(r=.40、p<.05)、 の 順 に、 高 い相 関 が み られ た 。

グル ー プ4で は 、 つ が い タ イ プ に お い て 最 も高 い 相 関 が み られ た

(r=.94、p<.0001)。 次 い で 闘 争 タイ プ(Y.84、p<.0001)、 作 動 タイ

プ(r=.72、p<.05)逃 避 タイ プ(Y=.63、 ρ<.05)、 依 存 タイ プ(Y=.57、

p<.01)、 の順 に 、高 い相 関 が み られ た 。

b)外 部 測 定 の 信 頼 性 分 析

外 部 測 定 と は 、mグ ル ー プ を 録 画 した ビデ オ を も とに作 成 した 逐 語 記

録 の 内 容 か ら、Bion(1961)の 集 団理 論 に 基 づ き作 成 した 測 定 尺 度 に従 っ

て 、 グル ー プ過 程 を 、(発 言 を中 心 とす る)個 人 の 言 動 の レベ ル で 測 定 し

た もの で あ っ た。 この測 定 尺 度 に つ い て 信 頼 性 を検 証 す るた め に は 、2人

の 採 点 者 の 間 に相 関 が あ る か ど うか を 調 べ る必 要 が あ った。 そ こで 、2人

が 採 点 を行 っ た4グ ル ー プ の 内 、 任 意 に 取 り出 した3グ ル ー プ(グ ル ー プ

2、3、4)に お い て 測 定 さ れ た 各 行 動 タ イ プ(基 底 的 想 定 タ イ プ:

baP、baF、baD、baFl、 お よび 作 動 タ イ プ:W)に つ い て 、Pearson相 関

係 数 を求 め た。
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Table4.TheCorrelations(Pearson)BetweentheTwo
OutsiderRatersRegardingtheDifferentObserved

Behaviors(caseofGroup2)

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.60**

.79***

.38*

.37*

.82***

Note:*p<.05;**p<.001;***p<.0001

Table5.TheCorrelations(Pearson)BetweentheTwo

OutsiderRatersRegardingtheDifferentObserved
Behaviors(caseofGroup3)

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.61**

.46*

.72***

.84***

.84***

Note*p<.05;**p<.005;***p<.0001;

Table6.TheCorrelations(Pearson)BetweentheTwo

OutsiderRatersRegardingtheDifferentObserved
Behaviors(caseofGroup4)

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.47*

.92***

.92***

.42*

.62**

Note:*p<.05;**p<.005;***p<.0001
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そ の 結 果 、Table.4～6.に お い て 示 され る よ う に、 す べ て の グル ー プ

と行 動 タ イ プ に お い て 、 正 の相 関 が 有 意 に み られ た。 な おTable.4～6.

に お い て 、Ratersと は2人 の 採 点 者 を表 す。

ま ず グル ー プ2で は 、 作 動 タ イ プ に お い て 最 も高 い 相 関 が み ら れ た

(r=.82、p<.0001)。 次 い で 闘 争 タ イ プ(Y=.79、p〈.0001)、 つ が い

タイ プ(y=.60、p<.001)、 依 存 タイ プ(r=.38、p〈.05)、 逃 避 タ イ プ

(rニ.37、p<.05)、 の 順 に高 い相 関 が み られ た 。

グル ー プ3で は 、逃 避 タ イ プ と作 動 タ イ プ に お い て 最 も高 い 相 関 が み ら

れ た(共 にY=.84、p<.0001)。 次 い で 依 存 タイ プ(r=.72、p〈.0001)、

つ が い タイ プ(Y=.61、p〈.005)、 闘 争 タイ プ(r=.46、p〈.05)の 順 に

高 い相 関 が み られ た。

グル ー プ4で は 、 闘争 タイ プ と依 存 タ イ プ に お い て最 も高 い 相 関 が み ら

れ た(共 にr=.92、p<.0001)。 次 い で 作 動 タ イ プ(Y=.62、p<.005)、

つ が い タ イ プ(Y=.47、p<.05)、 逃 避 タイ プ(Y=.42、p〈.05)の 順 に

高 い相 関 が み られ た。

c)内 部 ・外 部 測 定 間 の信 頼 性 分析

内部 、 外 部 そ れ ぞ れ の測 定 尺 度 に つ いて 正 の相 関 が確 認 され た の で 、 次

に、 測 定 尺 度 間 の関 係 を調 べ るた め に、 そ れ ぞ れ2人 の観 察 者 と採 点 者 の

平 均 値 を 求 め 、 同 じ く任 意 に取 り出 した3グ ル ー プ(グ ルー プ1、2、4)

において測定 された各行 動 タイ プ(基 底的想 定 タイ プ:baP、baF、baD、baFl、

お よび 作 動 タイ プ:W)に つ い て 、Pearson相 関 係 数 を求 め た。

136



16

Table7.TheCorrelations(Pearson)BetweentheOutsider

RatersandtheInsiderRatersRegardingtheDifferentObserved
Behaviors(caseofGroup1)

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.50**

.63**

.63*

.54*

.56*

Note:*p<.05; **p< .0001

Table8.TheCorrelations(Pearson)BetweentheOutsider

RatersandtheInsiderRatersRegardingtheDifferent
ObservedBehaviors(caseofGroup2)

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.66**

.88**

.51**

.84*

.84*

Note:p<.05; **p< .0001

Table9.TheCorrelations(Pearson)BetweentheOutsider
RatersandtheInsiderRatersRegardingtheDifferent

ObservedBehaviors(caseofGroup4)

Pairing FightDependencyFlight Work

Pairing

Fight

Dependency

Flight

Work

.45*

.52**

.42*

.42*

.42*

!>∂たヲ:*カ 〈.05;
**p< .0001
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そ の結 果 、Table.7～9.に お いて 示 され る よ うに 、 す べ て の グル ー プ

と行 動 タイ プ に お い て 、正 の 相 関 が 有 意 にみ られ た。

まず グ ル ー プ1で は 、 作 動 タ イ プ に お い て 最 も 高 い 相 関 が み られ た

(Y・=.82、 ρ<.0001)。 次 い で 闘 争 タイ プ(r.79、p<.0001)、 っ が い タ

イ プ(y=.6、 、p〈.001)、 依 存 タイ プ(r.38、p<.05)、 逃 避 タ イ プ

(Y=・.37、p<.05)、 の順 に 高 い 相 関 が み られ た。

グル ー プ3で は、 逃 避 タイ プ と作 動 タイ プに お い て 最 も高 い相 関 が み ら

れ た(共 にr=.84、p<.0001)。 次 い で 依 存 タイ プ(Yニ.72、p<.0001)、

っ が い タ イ プ(Y=.61、p〈.005)、 闘争 タ イ プ(r=.46、p〈.05)の 順 に

高 い相 関 が み られ た 。

グル ー プ4で は 、 闘 争 タ イ プ と依 存 タイ プ に お い て 最 も高 い 相 関 がみ ら

れ た(共 にY=.92、 ρ<.0001)。 次 い で 作 動 タイ プ(r=.62、 ρ 〈.005)、

っ が い タ イ プ(Y=.47、p〈.05)、 逃 避 タ イ プ(r.42、p<.05)の 順 に

高 い相 関 が み られ た 。

考 察

本研究の結果から、D一 グループにおけるグループ過程を内部 ・外部の

両側面から測定す るために開発された測定法は、内部 ・外部それぞれにお

いて、さらに内部 ・外部測定間において、その信頼性が検証 された。

本稿の 目的は、前述 した ように、Bion(1961)の 集団理論に基づ くグ

ループ過程の測定法を提案することであった。先行研究の問題点 として挙

げられる、1.測 定者の臨床的判断による部分が大 きい、2.測 定者間の

相関が得られにくい、3.グ ループ過程が一側面からしか測定 されていな

い、以上の点を補えるような測定法にするために、できるだけ具体的な言

動を示す測定項目からなる尺度が作成 され、グループ過程は二側面から、

複数の測定者によって測定された。その信頼性を検証するため、測定者間

における相関係数を求めた結果、すべての行動タイプ(基 底的想定 タイプ:
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baP、baF、baD、baFl、 および作動 タイプ:W)に おいて、正の相関が

有意にみられた。また、内部 ・外部測定間においても同 じく、すべての行

動タイプにおいて正の相関が有意にみられた。本研究において提案 された

グループ過程の測定法を用いることによって、現在統計的な処理を行 うこ

とが困難であるとされているような、臨床的な方法によって得られた理論、

特にBion理 論に関する実証的研究が可能 となるであろう。

(奈良福祉専門学校 教員)

(付記)

本稿を執筆す るに当た り、貴重 なご意見、また ご指導 をいただ きま した、奈良大学

社会学部MohamedHAFSI助 教授に、心 から感謝 いた します。
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